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赤堀南小 学校だより   

令和５年１２月４日     №１５ 

６年 修学旅行 
 

 １１月１５日（水）１６日（木）、修学旅行に行ってきました。  

１日目は、子どもたちが１８のグループに分かれて「鎌倉オリエンテーリング」を行

いました。肌寒い気温でしたが、子どもたちは元気よく円覚寺を出発しました。建長寺

や鶴岡八幡宮など各グループが計画したコースを巡りながら、事前に調べたことを自分

の目で確かめることができました。本物にふれて学びを深めたり、  

美しい景観に感動したりしながら、グループで協力して活動して  

いました。途中の小町通りでは、グループごとに楽しい時間を過  

ごすこともできました。江ノ電に乗り移動してからは、長谷寺か  

らゴールの高徳院へ向かいました。ゴールでは、大きな大仏が子  

どもたちを迎えてくれました。ゴールに到着した子どもたちは、  

到着した安堵とやり遂げた達成感に満ちあふれていました。  

２日目の午前は、八景島シーパラダイスでグループ活動をしました。子どもたちは、

海の生き物たちのショーを見学したりイルカとふれ合ったりすることができ、とても楽

しそうでした。午後は、国会議事堂を見学しました。厳重な警備  

のもとに案内されて建物内に入り、係の方の誘導で見学しました。  

重厚なつくりの建物内部や本会議場を食い入るように見つめ、政  

治について興味をもつことができました。  

「いざ鎌倉！自由と責任」をテーマに掲げて取り組んだ修学旅  

行を、子どもたちみんなで協力してやり遂げました。  

 

４年 校外学習 
 

 １１月２２日（水）、４年生が校外学習として、高崎市少年科学館、少林山達磨寺、

だるまのふるさと大門屋に行きました。  

高崎少年科学館では、プラネタリウムで月や星の動きを見せていただきました。子ど

もたちは、頭上に広がる美しい星空に感動しながら、天の川や夏の大三角などの特徴を

学びました。  

少林山では、本堂でお参りをしました。200 段くらいある階段  

を上るのはとても大変でしたが、山の上から眺める景色はとても  

きれいでした。  

 だるまの絵付け体験は、子どもたちが緊張感をもって制作に取  

り組み、一筆一筆に思いを込めて眉とひげを描きました。  

  

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

お知らせ   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鮭の卵を配布します 
 

この取組は、「鮭の里親事業」として、赤堀地区青少年育成推進員会が主催する地域

行事です。以下に概要を載せておきます。休日の過ごし方として興味のある方は親子で

参加するのもよい方法かと思います。 

 

 日 時：１２月１７日（日）10:00～12:00 

 場 所：赤堀公民館 

 持ち物：水槽かバケツにカルキ抜きをした水を 

ご持参ください。 

 ※詳しいことを知りたい方は、学校へお問い合わせください。 

赤堀南小緊急連絡電話を廃止します 
 

 学校の電話対応の時間につきましては、保護者の皆様にご理解とご協力をいただきあ

りがとうございます。  

さて、学校の電話対応時間のお願いをした際に、緊急な場合の連絡先として『赤堀南

小緊急連絡電話（０７０－××××－××××教頭直通）』をお知らせしましたが、その後、

緊急でのご利用がございませんでした。この度、この携帯電話の契約の終了に伴い、  

１２月中旬で『赤堀南小緊急連絡電話（０７０－××××－××××教頭直通）』を廃止し

たいと思います。ご承知いただきますようお願いします。  

引き続き、保護者の皆様からのご相談やお問い合わせにつきま  

しては、教職員一同が真摯に取り組んでまいりますので、どうぞ  

ご理解とご協力をお願いいたします。 

先生も頑張っています 
 

本校の先生方は、日々の授業をとても大切にしています。分かりやすい授業、楽しい

授業、身につく授業を目指して、毎日遅くまで準備をしています。そして、工夫を凝ら

した授業が実施されています。 

このような先生方の取組のよいところを共有できるように、 

お互いの授業を見せ合う取組が校内で行われました。１０月か 

ら１１月にかけて全員の先生方が実施しました。そして、先生 

方同士で授業を高め合うことができました。先生方も頑張って 

います。 

今後も、目指す子ども像である「進んで考え、学ぼうとする 

子ども」の育成を目指し、よい授業の実践に励んでいきたいと 

思います。 


